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農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

(7) １支所１イベントを通じた地域一体化の取組み 

ＪＡ邑楽館林(群馬県) 

新規 継続 

○ 
 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

ＪＡ邑楽館林では、組合員・利用者、地域との繋がりを強化するために、平成 28

年度から「１支所１イベント」活動を展開しています。 

2 概要 【園児作品展示で交流】 

多々良支所では、ＪＡ事業の周知のため、管内の保育園の協力のもと、園児の絵

を支所のＡＴＭコーナーに掲示し、園児との交流を深めました。 

【こどもの農業体験】 

千江田支所では、さつまいもの収穫体験と焼き芋づくりを行い、昼食は支所の職

員がカレーを作り、参加者に振る舞いました。 

3 成果 

（効果） 

【園児作品展示で交流】 

ＡＴＭコーナーに展示したことで休日も鑑賞でき、保育園児が散歩の際に立ち寄

ってくれたり、父兄の方が見に来てくれたりしました。園長先生や父兄に好評で、

「また展示会をする機会があれば絵を書きます」と言ってくださいました。 

【こどもの農業体験】 

当日は秋の好天に恵まれ、110 名もの参加者が集まりました。子供たちは泥だら

けになりながらさつまいもの収穫体験を行い、ＪＡ職員が焼き芋として振る舞い、

秋の実りをみんなで感じました。地域の参加者が支所に来て、お礼を言ってくだ

さり、ＪＡが地域住民の皆様と共生していることを実感しました。 

4 今後の予

定（課題） 

ＪＡは地域に密着した組織であり、引き続きイベントを通じてＪＡ事業の理解や

ＪＡファンの増加を目指していきます。 

 

 

 

 

【園児との交流】 【収穫体験後のカレーライス】 
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